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さま ざま な 人 々 の 想 菅 に よっ つ て 
骨 り 出さ れる 、 あ また の 奇妙 な 
事件 。 そ し て 、 そ の 事件 に よん 
どこ ろ な く 人 巻き 込ま れ て いく 少 
年 少女 た ち 。 そ の 世界 を すべ て 
GE タキ キレ 上 ロ ウル ルン 4 
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う 関 
還 還 の ソフ ト は アド 2 敵 計 語 語 グー ム だ 。 し 忠 
| し な が ら 、 近 年 の 同 ジ ャ ン ル の ゲー ム に 見 ら る い 
| れる カル ト 的 探索 は 少な い 。 従 っ て 、 誰 も が の 場 
| 簡単 に プレ イ で き 、 エ ン デ ィング まで 到達 で - 壮 
きる よう に な っ て いる 。 そ の た め 選 択 肢 に よ 迷 は 
| る スト ー リ ー の 分 岐 も 、 複 雑 な 謎 も な い 。 ま | っ 給 
四 誠 度 M2I ヤ ポー に と っ て で きる だ は 詳 ( 還 08 こっ ちの 松 全 に は ミカ の 寺宝 は な いよ ょ ー ヤ と な 
_ 選択 肢 そ の 他 に よる ゲー ム オ ー バ ー も な い 。 は い 
キャ ラク ター を 目的 の 場所 に 移動 させ 、 会 話 3 


fi 


、 を 読め ば 物語 は 進行 し て いく 。 


操作 方 法 


前 述 し た よう に 誰 で も 容易 に プレ イ で きる ゲ 
| 一 上 と いう だ け あ っ て 、 探 作 貼 誹 吉 央 簡単 。 
会 話 シ ー ン で は 方 向 キ ー で 選択 肢 の カー ソル 
移動 、 〇 メ ム [ ]」 ボ タン の いずれ か で 選択 項目 
の 決 紀 紹 な っ て いる 請 ま た 、 セ リフ の 最 織 過 
| 靖 Z 計 が 還 く の る 場合 は 、 〇 メ 祭 周 承 誰 2 
の いずれ か を 押す と メッ セー ジ を 先 に 進め る 
| と 護 証 蘭 きる 。 移動 シー ン で は ほ 表 向 キ 二 記 幸 
| ャ ラク ター が 移動 する 。 ひつ X へ ロボ タン の い 
ずれ か を 押し っ ぱな し の 状態 で 、 方 向 キ ー を 
使用 する と 、 走 っ て 移動 する こと も 可能 だ 。 
ちな み に 、 一 部 の イベ ント や キャ ラク ター に 
よっ て は 、 〇 XX へ []」 ボ タン の いずれ を 押し っ 
ば な し に し て も 、 走 っ て 移動 する こと が で き 
ない の で 注意 。 


“ セー ブ の 方 法 


| 基本 的 に は 、 各 章 の 最後 に し か セー ブ す る こ 
| と は で き な M 計 陸中 時 全 還っ て は ほ プ 回 回 三 
、 グ に 登場 する アラ マタ と いう 人 物 が いる 場合 
| が ある 。 そ の アラ マタ に 接触 すれ ば 、 章 の 途 
中 で も セー ブ が 可能 だ 。 し か し 、 こ れ は 中 断 
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_ 面 で ロー ド を 選ぶ と セレ クト 画面 が 現れ る 。 な ん で あん た が こん な と こ に いる の 9 和 w 
| いちど 勿 胡 豚 し 、 セ ー ブ レ 尊 ナ リオ は この 

画面 上 で 選択 で き 、 何 度 で も 楽し め る ぞ 。 
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MIKA KISHII 


の 物語 の 主人 公 。 雛 代 高 校 Z 年 生 で 、 

前 作 で は 明る く 無 邪気 、 噂 の 情報 発信 
地 と し て バリ バリ の コギ ャ ル が ぶり を 発揮 し 
て し だ 。 し めか し 、 ユカ リ や チサト と 沿っ 
て 、 と も に 行動 する こと で 大 人 へ と 変化 し 
つつ ある 。 流行 や 噂 に 流さ れ 、 何 事 も うわ 
べ で 判断 し が ち だ っ た 少女 は 、 人 間 の 内 面 
と 、 現実 を 直視 する 目 を 養い 、 物 事 の 本 質 
を 理解 で きる 女性 へ と 成長 し た 。 最 近 ユ カ 
リ に 似 て きた と 、 自 他 こ と も に 感じ て いる 。 
だ が 、 好奇 心 の 肝 盛 さ は 、 ま だ まだ 健在 の 
様子 。 て その た め 今 回 も 、 数 々 の 奇妙 な 事件 
に 巻き 込ま れ て いく 。 ちなみ に 、 ミ 力 は 冬 
葉 ス ミオ に 好意 を 担い て いる 。 
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リョ リ ワ 


RYO KAZAN 


二 カ を 表 の 主人 公 こ する の な ら 、 裏 の 主 
~^ へ 人 公 こ と いう べき 男 、 リ ョ ウ 。 現代 の 群 
れる こと で し か 自分 の スタ ンス を 確認 で き 
な い 同 世代 の 人 々 の な か に は と け ご こめ ず 、 
高校 を 中 退 。 し か し 彼 も また 、 多 く の 若 者 
た ちと 同様 に 、 自 分 の 生き る 目的 を 見 つけ 
る ご と が で きず 科 委 し て いた 。 現実 か ら 目 
を 背け 、 すべ て の こと か ら 逃 げ 出し 、 自 分 
自身 の 気持 ち す ら 認め る ご こと が で き な い 、。 
それ は 、 姉 の キョ ウ コ の こと を 愛し て いな 
が ら 目 を ふせ 、 ご ま か し て いる こと か ら も 
うか が える 。 姉 が この 世 を 去っ た あと 、 彼 
女 に 瓜 ふ た つの ミカ に 惹か れ 接 近 。 彼女 を 
と り ま ぐ く 事 件 の 波 に 飲み こま れ て いく 。 
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谷川 
ユカ リ 


YUKARI HASEGAWA 


代 高 校 の 3 年 生 。 ユカ リ 、 チサト 、 そ ぞ そ 

し て ミカ の 3 人組 の な か で は リー ダー 
的 存在 。 前 作 か ら の 恋人 で ある 高校 教師 の 
北村 と は 現在 進行 形 で あり 、 一 層 絆 を 深め 
て いる よう だ 。 そ うな る と せ の 多く の 女性 
の 例 に 漏れ ず 、 本 編 財 頭 で は ミカ た ちと 少 
し 疎 速 に 。 だ が 、 ミ カ に と っ て ユカ リ は よ 
き 先輩 で も あり 、 姉 の よう な 存在 。 ユ カリ 
に と っ て も ミカ が 特別 な 存在 で オア シス で 
ある こと に 変わ り は な く 、 吉 度 こと なく ミカ 
の ピン チ を 救う つ 。 それ ゆえ 、 し だ い に 大 き 
な 渦 の 中 心 へ と 巻き こま れ て いく こと に 。 
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CHISATO ITSUSHIMA 


代 高 校 の 3 年 生 。 ユ カリ と は 十 年 来 の 

幼なじみ 。 い か な る と き で も 准 静 で 、 
どん な 人 に も 澤 か く 接する こと が で きる 心 
優し い 女性 だ 。 ユ カリ と ミカ に と っ て は 、 
団 親 的 存在 で も ある 。 ま た 、 徹 女 に は 強い 
霊感 が あり 、 前 作 で も ユカ リ や ミカ と の 冒 
険 に お ける 再三 の ピン チ を を 切り 抜け て き 
た 。 今 回 も その 霊感 で 実 変 に 気づき 、 ミ カ 
たち を 救う 場面 も 。 表向き は 控え め だ が 、 
実は 強制 な 彼女 の 心 は 周囲 の 人 々 だ け で な 
く 、 見 えな い 霊 や 実質 な モノ た ちの 感情 
も 揺 さ ふる O 
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KYOKO KAZAN 

山 リ ョ ウ の 実 の 姉 に し て 最愛 の 女性 。 

現代 と いう 時 間 と 空間 の な か か ら ド ロ 
ッ プ アウ ト し 、 浮き 出 て し まっ た リョ ウ の 
唯一 の 理解 者 だ 。 冬 葉 スミ オ の 恋人 で も あ 
る が 、 彼 女 が スミ オ を 真 に 愛し て いた の か 
どう か は 不明 。 ま た 、 顔 が ミカ と 瓜 ふ た つ 
と いう こと で 、 凶 代 高校 で 一 時 期 話題 に も 
な っ た 。 本編 の 財 頭 で 不審 な 交通 事故 に よ 
り 亡 く な っ て し まう 。 ぞ れ に より 、 逆 に リ 
ョ ウ の 心 の な か で キョ ウ コ の 存在 は 大 きく 
な り 、 リ ョ ウ を 現実 の 世界 か ら さ ら に 遠 ざ 
ける こと に な っ て し まう 。 
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SUMIO TOHBA 


葉 ル ミ の 実 の 兄 で ある 19 歳 の 大 学生 。 

キョ ウ コ と は 恋人 だ っ た が 、 リ ョ ウ と 
キョ ウ コ の 頑 な な まで の 結び つき と 、 人 歪ん 
だ 愛 が いつ も ぶ ふたり の 妨げ に な っ て いた 。 
その こと で リョ ウ に 対し て 異常 な まで の 憎 
悪 を 担 き な が ら 、 自分 の 主催 し た クラ ブイ 
ベン ト の 会 場 で 壮絶 な 死 を 遂げ る 。 ス ミオ 
上 き あ と も リョ ウ の 心 の な か で その 存在 は 
増大 し 、 巨大 な 壁 と し て 立ち ふ ぶ ふさがり 、 苦 
し め つ づけ て いる 。 ま た 、 ス ミオ 独特 の フ 
ェ ロ モン に より 、 ミ カ を は じ め 多 く の 女 性 
が 劇 中 、 彼 に 身 を 仕 せ た 。 
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代 高 校 の 1 年 生 。 非常 に 明る い 性 格 だ 

が 、 周 り の 状況 に は 鈍感 で お っ と り し 
て いる 。 自 分 に 関係 な いこ と に は 無関心 で 
マイ ペー ス だ 。 先輩 に 対し て 敬語 を 遣う な 
ん て 世の中 の モラ ル は 、 彼 女 に こと っ て ナン 
セン ス 。 ミ カ の 上 を 行く 新 世 代 人 間 ぶ り で 
ある 。 し か し 、 ア リサ の 持つ お と ぼけ の 不 
思 議 な 魅力 は 、 ミカ に と っ て は オア シス と 
な り 彼 女 の 心 に 安らぎ を 与え る こと も 。 チ 
サト と 同様 に 、 霊 感 が あり ミカ を 取り 巻く 
事件 た ち に 、 図 ら ず も 大 きく 関わ っ て いく 
で に さる 。 
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スン 業 ス ミオ の 実 の 妹 で ある 争 代 高校 の Z 
つ 活 生 。 到 才 ど は クラ スス メイ ト で ある 。 
リョ ウ と は 効 な じみ で 恋人 だ っ た が 、 リ ョ 
ウ は その 実 、 姉 の キョ ウ コ を 想い 、 そ の キ 
ョ ウ コ は スミ オ と 恋人 で あり 、 さら に ルミ 
も スミ オ と 禁じ られ た 関係 に ある と いう 複 
雑 な 状況 の な か に いる 。 ス ミオ 亡き あと も 
想い が 絶ち きれ ず 、 リ ョ ウ を スミ オ の 代わ 
り と し て し か 見 る こと が で き な く な っ て い 
だ 。 それ な の に 、 リ ョ ウ が ミカ に 医 か が れ て 
いる 、 と いう 事実 に 対し て わけ も わか ら ず 
妖 始 し て いる 。 
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YAYOI 


人 は 人 逸 島 チサト の 実 の 妹 と 言っ て いる 

が 、 真相 は 不明 。 そ の 正体 は チサト 以 
人 外 誰 も 知ら な い 。 後 出 の 「 白 髪 の 少年 」 の 
支配 下 に あり 、 姉 の チサト に は 強い 敵対 心 
を 抱い て いる 。 容姿 だ け を 見 れ ば 非常 に 漏 
厚 そ うに 見 える が 、 女 こし て の 情念 が 深く 

凶 曇 な 性 格 で ある 。 雛 代 で 起こ る 奇妙 な 事 
件 に どう 関係 し て いる の か が 不明 だ が 、 ミ カ 
や リョ ウ の 前 に 現れ 、 か き 回 し て 状況 を 悪 
化 さ せる 場面 も 。 ま た 、 生 前 の スミ オ と は 
深い 関係 に あっ た が 、 人 亡き 後 は リョ ウ に 実 
沿 な まで に 好意 を 寄せ る 。 
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べ て の 事件 の 元凶 と も いえ る 、 青い 睡 

と 白い 頭髪 を 持つ 謎 の 少年 。 憎 し みや 
款 し みな ご 人々 の さま ざま な マイ ナス の 意 
志 が 創り 出し た も の で 、 そ の 正体 は 人 間 の 
誰 も に 潜ん で いる 「 和 狂気 」 に 惹き 棲む 契約 
の 神 、 ミ トラ 。 前 出 の 逸 島 姉妹 と 因縁 が あ 
り そ う な の だ が 、 ゲ ー ム 中 で は 深く は 語ら 
れ て いな い 。 ミ カ や リョ ウ た ちの 前 に 蔵 度 
と な く 現 れ 、 邪 魔 こ 思う も の は 現実 か ら 消 
去 し 、 雛 代 の 町 を 負 の 世界 へ と 導く 。 チ ェ 
ス の 移 を 操る が 如く 、 残 忍 か つづ 知略 的 な 少 
年 の 指 さ ぐ ざ ば き が 始ま っ た 。 
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ノ へ 、 員 雅代 高校 の 2 年 生 で 、 ミカ の クラ ス メ イ ト だ 。 カツ 
上 キ の 親 は 別居 中 で 家 を 空け が ち 。 ミ ホ は 親 の 仕事 の 関 
係 で ひと り 暮 らし 。 ふた り と も 家庭 の 愛情 は 不足 気味 。 ミ 
キ は ミカ と 1 年 生 の 時 も 同じ クラ ス 。 ミ ユキ は 熱心 な 天体 
観測 部 員 で 、 キ ミカ は リョ ウ が 釧 代 高校 在籍 時 の クラ ス メ 
イト だ 。 こん な 普通 の 女 也 高 生 た ち が 、 雛 代 高校 を 包 悪 
念 の 犠 竹 と 散っ た 。 ミ カ と の わずか な 接点 が 彼女 た ちの 運 
命 の 歯車 を 違え て いく 。 
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校長 先生 ・ 記 瀬 先生 


人 の 広瀬 先生 は 、 特 別 明 立つ 存在 で は な か っ 

だ た が 、 内 気 な 役 は 悪魔 の 格好 の 餌食 と な り 、 
汚名 を 着せ られ 犠牲 に な っ て し まう 。 一 方 、 校 長 
は 、 非 常に 穏やか な 性 格 で 生徒 に も 好評 だ 。 視 が 
校長 こ か っ て か ら 新 校舎 は 建つ 、 偏 差 値 は 20 以 上 
上 が る で 、 そ の 芋 腕 ぶ り は 雛 代 中 の 知る と ころ で 
ある 。 し か し 、 そ の 実体 は 狂気 に 満ち た 実 常 者 で 
あり 、 多 く の 人 が 役 の 手 に より あや め ら れ た 。 





4 上段 : 広 瀬 先 生 、 下 段 左 : 異常 な 校長 先生 、 右 : 普段 の 校長 先生 


に 


力 の 住む マセ ンション の 、 隣 に ある 団 

地 の 中 学生 た ち 。 彼 ら は リル と いう 
少女 を 中 心 に 世界 を 形成 し 、 ダ イプ と 称 
し て 目 殺 を くり 返す 。 し か し 、 そ れ は 彼 
ら な り の 社会 へ の 反抗 と 主張 だ っ た 。「 私 
だ たち に 与え られ た 時 間 は 月 が 見 え 始 め る 
隙間 の 時 間 ] と 語る 彼ら は 、 自 分 た ちよ 
リト の 世代 に 居場所 を 解放 すべ く 身 を 旦 
し た の だ 。 す べ て の 元凶 は リル に ある と 
思わ れ た が 、 彼 女 も また 雛 代 に 満ち 浴 れ 
た 趣意 の 犠牲 者 で し か な か っ た 。 
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A ム 上 役 : タ ケル 、 中 段 左 : ルカ 、 右 : ヒロ シ 、 下 段 : リル 
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合 得 人 物 相 関 図 


Diagram of Correlauion 


人 は さま ざま な 人 に 出会い 、 感 情 を 
持ち 、 影 響 を 受け る 。 そ れ は 、 こ の 
ゲー ム に 登場 する 人 物 た ち も 例外 で 
は な い 。 登場 人 物 た ち は 、 ゲ ー ム 中 











に さま ざま な 人 と 出会い 、 影 響 を 受 
け て いく の だ 。 ス トー リー の より 深 
い 理 懇 の た め に 、 登 場 人 物 が どの よ 
うな 関係 に ある か 知っ つて お こう 。 


/ 時 
/ ゴ / ご 
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An と に II(UPIUUS ま UIUUUU 


The 1 ( り 画 US) KU 


この ゲー ム は プレ イヤ ー が 自ら 操作 し い の で 、 い か に し て 舞台 設定 を 読む か 
て 移動 する こと は 少な い の で 、 各 地域 が スト ー リ ー を 把握 する カギ と な る 。 
の 位置 関係 を 覚え て お く 必 要 は あま り ここ で は 、 ゲ ー ム の 舞台 と な る さま ざ 
な い 。 た だ し 、 そ の ぶん 情報 量 も 少な まな 場所 の 朋 説 を し て いこ う 。 


ミ カ の 住む せ マ ンション 


岸井 ミカ が 両親 と 暮らす マン ショ ン 。 
地域 住民 に は ! ピ ラミ ッ ド 御殿 '" と 言わ れ 
る ほど の 高級 マン ショ ン だ 。 ゲ ー ム 中 で 
W< 関 と リピ シング ミカ の 部 屋 し が か 出 綱 
こない の で 間取り な ご は 不明 だ が 、 建物 
の 外観 や 備 え 付 け の エレ ベー ター、 一 時 
家 で も な い の に 二階 建て と いう 構造 を 見 
て も 高級 感 が 合え る だ ろう 。 ご この 場所 は 
ゲー ム 中 で は ロロ モク | 論 半 |、 

| 変 妖 ] の 草 で 登場 する 。 
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庄 代 高校 


の ) 、 コカ |) っ 時 司 ら ル 9 の il の MP2。 
前 作 で も 登場 し た が 、 校 舎 が 改装 され 、 
近代 的 な 建物 に な っ た 。 その た めか 、 人 
学 希 望 者 も 倍増 し 、 い まで (は 偏差 値 70 を 
越 える 地域 で も 指折り の エリ ー ト 校 へ と 
変貌 し た 。 建物 は 地上 5 階 、 地 下 Z 階 か 
ら な る 北 校舎 と 、 地 上 4 階 か ら な る 南 校 
舎 で 構成 され て いる 。 ゲ ー ム 中 、 問 繁 に 
訪れ る こと に な る の で 、26 ペ ー ジ (に 校舎 
の 全体 マッ プ を 載せ て で お いた 。 


。 SE 2 5 、 SO 
ーーー ま - 計 ーー ネ ー <:# 。 す 





中 学生 の 住む 団地 


「 浮 謎 」 の 草 (登場 する リル 、 ナ ナ 、 
ウルク) eko ル JiER 馬 iPyi り 謝り Ripy 山 に まこ 
の マン ショ ン の 隣 に ある が “ピラ ミッ ド 
件 民 の 城 訣 # と いつ 呼び 名 か ら も わか る 
と お り 、 一 般 家 庭 が 住む お ごく 普 通 の 団地 
で ある 。 団地 の 大 半 の 家庭 が 夫婦 共働き 
で 、 日 中 は ほとんど 人 の 気配 が な いと い 
う 。 その た めか 、 普 段 は ば こん ご ど 人 目 に 
付か すず に いた が 、 最 近 飛 び 降 り 自 殺 が 多 
発し 、 一 躍 注目 を 浴び る こと に な っ た 。 


ー も 75 8 6 y。 9 の も 
て ーー 
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の 


ジレ の ら 人 は 





「 
「 えっ と 三 
| 210 と 207 と 701・…・ 


導 和 199E2 に 19 に だ に 9 の 80010 に 1 





天 北 


若者 向け の お 洒 落 な 飲食 店 や プティ ツ 
ク が 立ち 並ぶ 繁 華 街 。 | 次 次 ] の 草 で 登 
支 9 る |Panic」 や IMISERA 
評 全 語 上 1 較 際 上 AN 人 雇っ た 語 
は ご の 街 に ある 。 ミ カ の 家 の 近 く の 雛 代 
駅 か ら は 地下 鉄 1 本 で し か も 20 分 足ら す 
KSe シ ee の に め 、 三 た 
ち は よ く こ こ に ショ ッ 旧 腺 劣 念 表 ぐい る 
よう だ 。 東京 の 某所 と 名 前 が 似 て いる の 
は 単なる 償 鈴 『? 


【W(UUW(URIICEAA へ II 


ー 応 補 部 震 コ ー 3umOIDUAS JUSTUOOIA 


リョ ッ ウ の 部 屋 


華山 リョ ウ が 住む お部屋 。 工場 の 倉庫 の 
よう な 薄暗い この 部 屋 に は 、 家具 は は こと 
ん の 8 く 、 本 民 け ニン 和 あ 本 ここ 当 6 
と が ある だ け 。 まさ に 、 謎 めい た 彼 の イ 
メー ジ と ピッ タリ の 部 屋 こ 言え よう 。 ゲ 
ー ム 中 登場 する シー ン は ほとん ご な いた 
め 断 定 は で き な い が 、 徹 の 部 屋 を 見 る 限 
り ひ と り 暮 らし を し て いる と 思わ れる 。 
最愛 の 姉 を に くし て 絶 畔 に 打ち 拉 が れる 
リョ ウ は 、 ご この 部 屋 で 何 を 思う の が? 





グ フ ブ 
雛 代 近 人 交 の と ある ピル の 地下 (。 あ る ク 
ジン 店 の 知 玉 軒 則 6) S | 証 中 誤 作 
WUADO ンー シン | 還 有 廊 の ) リー に cr ec 
V |P ル デム が あり 、 ク ラダ デ に し て (は が 
NN03a02M28E の (0 る の 。。 全 英朗 暫 S め )) 
が よく 7 ンド を 開催 レ G い た 
ギャ ル の あい だ で は か な り 人 気 が あ っ た 
よう だ 。 焼身 自殺 の 事件 の あと 一 時 司 業 
停止 に な っ た が 、 最 近 営 業 を 再開 。 そ の 
後 も さま ざま な 事件 の 舞台 と な る 。 


ーー ニン とこ あけ る 





この ゲー ム 中 で の 「 あ っ ちの 世界 」 に 
は 、 明 確 な 定義 は な い 。 人 に より 空間 の 
歪ん だ 学校 が て それ で あっ だり 、 チ サト が 
言う 死 の 世界 で あっ た り 、 あ る い は 人 の 
心 の な か で あっ たり も する 。 し が し 、 た 
だ ひとつ 言 える の は 、 現実 の 世界 こ は 違 
う 空 間 で ある と いう こと だ 。 白髪 の 少年 
の に よっ て ミカ た ち が 垣 間 み た 「 あ っ 
ちの 世界 ] と は どん な 世界 な の か ⑦ そ 
れ は 君 自身 で 感じ て ほし い 。 
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尋 代 高校 の 構 途 


HINASHIRO HIGH SCHOOL 


雛 代 高校 に は 多く の 教室 が ある が 、 を 載せ て ある の で 参考 に し て も らい 
ゲー ム 中 で 入れ る 教室 は 限ら れ て い た い 。 な お 、 廊 下 や 階段 は 一 部 の シ 
る 。 使 用 する 場所 は 、 マ ッ プ に 名 称 ナリ オ を 除き 、 自 由 に 往来 で きる 。 


。 に 4 





ヽ 秘 密 の エレ ベー ター 


北 B1F 生物 室 
LIL キ し! 


準備 室 











コト 還 博信 


時 拓 | 付 上 


賠 了 固 央 
EFFFFFHFHT| 






因 3 2 年 教 室 (ミカ の 教室 ) 
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ー 慰 京 間 エー 3uO1DUAS JHSIIUOOIA 


ひと け の な い 夜 
1 みく ニン 、 
育 後に 誰か の 気配 
を 感じ る 。 そ の あ 
と 、 ご どこ か ら か が ず 
供 の 笑い 声 が 聞こ 
え 、 恐 怖 で 逃 げ 出 
の aa を ジッ 当 ジ ラグ 入 、 
品 ま で 逃げ た 彼女 
(計る る と 周 
骨 。 雛 代 に 人 迫る 危 
機 (に つの (CO 寺 92 
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「 雛 代 高 校 に は 、 
伺か 特別 な 
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ーー キョウ 32 冬 
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プロ ロー グ 
PROLOCUE 
淫 井 ミカ の 住む 街 、 雛 代 。 すべ て は そこ 


で 始ま つた 二 事 件 が 事件 を 呼び 、 そ し て 
繰り 返さ れ て いく 。 現実 か ら 目 を そら そ 
うと する 人 人 々 の 意思 は 、 し だ い に 街 を の 
み 込 み 、 無 気質 な 世界 を 形成 し て いく 。 





「 ア ンタ … 





か が 」 基 


家 に 帰っ た ミカ は 食事 も 取ら す に 絆 
ICEN 2 の Ke の 5 
電話 が か か っ て くる 。 ミ カ は 彼 に 会 う 
CO 入り 則 9 7 癌 0s 


マシン ショ シ 秀 でき カカ を 呈 ぶ 
声 が 聞こ えた あと 選択 肢 が 
05e428 か だり け で G 
放 プ パン トト は 発生 し かない) 
いち ど マ ンション の 前 の 路 
、 地 へ 出 て 左 に 進み 、 ア ラマ 
タ の 話 を 聞か な いと 先 に 進 
bs、 め な い 。 ま た 、 ミ カ が 家 を 
抜け 出す イベ ント で は 、 移 
動 の さい に 少し で も 走っ て 
し まう で と 、 お 母さん に 見 ③ 
か づつ で し まい 、 みる 還る つこ 
GS20V の 8 


| 
| 


べ KKTF つ < 関し て < エイ < 








翌日 、 学校 で は 諾 月 瞭 の 事故 の 
詰 で 持ち きり だ っ た 。 ミ カ は その 








キ 聞 
ーー1 ヨ し 【 ゝ 
や 。 ゥ た 事故 で 、 自 分 と 瓜 ふ た つの キョ ウ 
CS コ と いう 先輩 が 死ん だ こと を 聞か 
2 ん 昌 。 され る 。 ま た 、 スミ オ が キョ ウ コ 
て の と 付き 合っ て いる と いう 噂 も 導 か 
ん 事 旧 され 、 ミ カ は 動揺 し て し まう 。 
そ だ 政 員 
ん と 演 時 
な か ここ 
自分 の 周り で 事件 
が た て 続け に 起き 、 
不安 を 隠せ な ない ミ カ 
は 、 友人 の 誘い も 断 
り 家 へ と 帰っ て し ま 
32 て 0 人 lee ne 
は 謎 の 白髪 の 少年 と 
の [落とし物 だ よ …」 


[ミカ 、 学 校 は 楽し いか ? 」 茶の間 で テレ ビ を 見 な が ら 何 気 な い 会 話 を し て い 
ii 員 補 る ミカ と その 両親 。 そこ に 学校 で 噂 が あっ た 記 骨 肉 
の 事故 の ニョ ー ス が 飛 ⑦ ひ 込ん で きた 。 ミカ 力 の 父親 は 
この 事故 で 死亡 し た キョ ウ コ を 見 て 、 あ まり に も ミ 
の と 他 KG0O る だ の 吉信 060 まう の 5 の め つり 





お 
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ヵ 
「… 大 丈夫 だ よ パ バ 2 
や 

私 は 今 を - き て いる か ら …」 な 

と /) 


華山 約 子 さん (18) 


[< き 


5 スス を よく 見 で いる と 、 自生 の 少 
年 と ミカ を 夜中 に 呼び 出し た 男 ら し き 
人 物 が 事故 現場 に いる の が わか る 。 は 
た し て 、 こ の ふた り は 物語 に どう 関係 
CN く の だ ろう が 7 
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夫 で ミ & で は [ 3 ご り えな い 事 を 睡 
種 の 幻覚 。 厳し い 現実 


いい っ の es 


区 は FEHVTY 


「 軒 【 だ い 】 作品 の 内 容 を 読者 (観客 ) に 
知ら せる た め の 名 前 。 作 品 の テー マ や そ 


まあ なれ る 





受 の な か で は キョ ウ コ に 、 現 実 の 世界 で 。 
は スミ オ に 千 渉 され る リョ ウ 。 夢 と 現実 の 
両方 で 苦し む リ ョ ウ は クラ ブ へ と 向かう 。 ず 全 
つ 
5 の ) 
9 よ Eo/ 
1 8 俺 は 俺 で おん だ 3 決め た 俺 や な らい 
て ゴ 症 ウラ に だ っ 衣装 表 は か け て いな い 
る ね に ちん た に 対 て な ん て な に も 
リ [その 和 8 だ よ だ か ら 
コ キョ ウ コ は キミ か ら 見 れ ら れ な い 」 
ウ 1 だ っ た ん だ よ 」 





クラ ブ の 前 で リョ ウ は スミ オ の 妹 ル ミ 
きつ も 四 主 に 。 
リョ ウ は 千波 の な い 世 界 へ 逃避 する 。 


ン 油 大 叫 」 


y/ い 





「… 





70 上 


他人 か ら の 千 渉 を 避け る た め に クラ 

プ へ 来 た リ ョ ウ 。 彼 は 、 目的 も な く ク 

ー 。 。 ・ ラブ の な か を うろ つき な が ら 、 し ば ら 
| < 周囲 の 人 々 の 会 話 に 耳 を 傾け る こと 

に 天仙 ats は 、 0 


、 
ia 生 人 ます 1 語 に 何 を 見 い 出す の か 9 













d) 5 ! コ E 
ーー・ い つま で や っ て ん の よ も 例 
2 沿 U っ し 
人 の スタ イル 華 射 つけ て よ wa と い 
負け 大 だ ろ 、 そ れ じ ゃ w 吾 W 楽 ね 

Ce に 
[社会 な ん て 無理 感 じ る よ は ー css 1 な) メ 
伺 に より そい た い の か な ? KAOP CO に の ミ は 
' に も っ と 楽に いう よ 症 
グ レバ rmi ミラ カル が ビジュア ル を 作っ て いく 〈 補 よ 
っ て 事 ? 」 | 
ーーseek、 「 あ た し に 負 揚 か け な い で よ 」 


「。 二 っ た の お まえ だ ろ 」 


LM 宮 、 3 w 
1 リ 、 電 ャ ] | 


OR 

・ そ ん な 話 あ っ た の ら に 
PO ET 
それ に 関 全 はじ に ーーー や 


| あい つ 、 
リー に まま し て 自殺 し た ん で し ょ 」 


| だ たか りら っ て 
ーー。、 ここ まで や る か ?」 
+ ec 拓 オレ の 8 い 遇 8 
smein- 形 に な い は 」 
9 











? で れれ だ っ た の に 
あん 守 守 館 い 誌上 る か ら 埋 








お し 下記 










AUON&0AK0JE| 


TU UTUILUU 


ウジ ンジ GDANWMe.20DZSAIHH1 生 oe 三 上 2) レプ ル ウ た 3 まず が ふる レ レ (8 た 人 < 間 


ひと り は 高校 時 代 の 同級 生 、 高橋 キミ カ 。 
そし て も う ひ と り は 謎 の 少女 の ヤヨイ だ 。 人 





| 平 乱 、 も 9 少 し 、 も う 少 し だ か ら …」 
ヤヨイ に 誘わ れ て 奥 へ 行く と 、 そこ に は ス 


ミオ が 待ち 受け て いた 。 興奮 する リョ ウ を 尻 
目 に 、 ス ミオ は 紙 装 を ひと つぼ 渡し た ……。 





[ 師 で CV ざ で や でぶ 党 受 澤 
…S の そく 吉 雇 古 」 








まだ が 
妃 わ っ た 人 問 な ん で い ない 失 


紙袋 の な か に は 実は キョ ウ コ 
の 頭 部 が 入っ て いる 。 こ の あ 
と に 続く 事件 に も 、 首 な し 和 死 
体 が 登場 する 。 関連 は 


C 
H 
E 
C 
4 
P 
0 
| 
N 
T 
w 
マ 
トス 
有 


紙袋 の 中 身 を 見 て 気 を 失っ て し まっ 
た リョ ウ 。 そん な リョ ウ を 尻目 に 、 ホ 
ー ル で スミ オ は キミ カカ と 出会う 。 キ ミ 
AI に 2 全 こ ァ ミミ c ま 人 < 介 三 し iv の DE ニル 
が 用 らち 、 スス 計 みて 小 中 を 図る の だ 














死ぬ 間際 に スミ オ は 何 を 思う つの か ? 
3 
の し の ルー ル で 
を 償 っ て も ら う 」 
不思議 な 草原 に 立ち つ WW た こっ $ 
くす リョ ウ 。 ぞ ご こ に は ル 邊 この 瞬間 7 
ミ と キョ ウ コ 、 そ し て ス ずっ と 続け ば 
ミオ の 3 人 が いた 。 と り 
あえ すず 、 リ ョ ウ は 彼ら の 


| な 1 な 7 】/ 四 
請 加 ぐ こ 人 に じ 5 5 






ce キー ーーーwrepTa 
まだ 令 る こと は で きる か い ? 」 


記 一 と さ う 
た だ) 当 0 
キョ ウ コ か ら 

電話 を 受け 
取る 。 リ ョ ウ 
は スミ オ の 死 
を 告げ る が 、 
ゴー Li ア | に の 


AiU0ANSK0AK0J5DII 





0 コキ ーー の に (OILUNNWUFIIUUUU 


時 に 0 いあ 0 奏 
" 素 剖 を な ら す 、 か な で 


W- 農 


いつ も の よう に 噂 語 に 花 を 咲か せる ミカ 
た ち 。 そこ で 化学 の 広瀬 先生 の 噂 を 知る 。 
ミカ は ユカ リ を 捜し 真相 を 確か め に いく 。 











時 
テ AS 
ンー 6 
ーー 棋 - 
て 仙川 所 WT 
内 7 は 全 は に 5 因 み た ら ? 
6 上 若 の と の IM/ 
ーー アイ ツ 、 夫 年 も 伺か 間 是 起こ し て な か っ た ? 」 
人: 6 ラ 記 
リ に 、 噂 を 確か め る ご 
0 0 0 0 0 0 | とこ を 提案 。 ふた り が 化 
学 室 の ドア の 隙間 か ら 
乙 い て いる と 突然 、 広 
テカ 9 | 瀬 先生 が 飛び 出し て き 
0 た 。 が 、 期 待 に 反し 先 


生 は トイ レ に 。 ユ カリ 





| | は 呆れ て 帰っ て いく 。 

M 2 " 帰る こと 選 し た が 、 ラ 

) 2 ジン 】 ョ レア 4 (Ei ミ 9 
0 6 真 に 愛 け た あたし! が バカ だ っ た …・ 室 へ 連れ て 行か れる 。 


3 


こく 


部 室 で も 、 噂 話 が 飛び 交 っ て いた 。 
ミカ が その 話 を 聞 こう と し た 瞬間 、 急 
に 部 室 が 暗く な り 、 周 りか ら 人 が 消え 
(し まつ 。 AT ご 交 を 開 ぶ う 
と する が ピク と も し な い 。 す る と 、 突 
然 謗 の 少年 が 現われ 、 ミ カ に 話し か け 
て くる 。 は た し て この 少年 は 何者 





- 軒 9 

の どっ 

「 ね ー 具 昌 の ニュ ー ス みた ? 3 
ウチ の ガッ コ の 如 が 死ん だ っ て 。 オー 

史上 の クビ だ けが 発見 > 


され な か っ た っ て ハナ シ ら し いよ 」 


| ここ に は 護 も 


お コナ ャ マ が いる わけ 一 





と 3 人 2 R は 、 カツ キキ と 
| の 会 話 で | ね え 、 何 か お も し 
が ろ い こと な い ? |」 を 3 回 選ば 
間 な いと 発生 し な い 。 
E 魂 全 死 魂 高 mW 人 人 
C の の Gee: だ 体 分 団 
上 罪 馬 は な ご ち 介 
lP か が ( こ び か い 
ンジ 
N 2 計 ー 
T MI 也 / ら 』 ge 
4 2 NONG 区 まま だ が ね 
に の ウ 后 が 才 と 境 : ( 二 つ 
W れ に ェ 有 アレ 
る 6 る 
に 


ここ SUPIUUSWUPIUUUU AN 





不思議 な 風 を 感じ た ミカ は 、 そ の 後 不 
上 思 議 な 体験 を する 。 満月 FM7/ 
の りり 0 ウミ で 骨 ポ の 4 れ 400 ポト 6 
役 ら の メッ セー ジ は 何 を 意味 する の か 


[sk 


We 


、 清 誠 / (の が 

きつ た 状態 や 局面 に な る 事 。。 

た 所 を 各 ず よう な 突然 の 出来 事 。 

N と 較正 常 と は 思わ れ な い 様 子 。 
本 財 し つ 】 ね た お 。 類 始 。 そ れ ま で 抱い 
愛情 、 独 占 感 が ほか に 湊 


の ね た み の 気 持ち 。 








みん な 、 溢 いで た よ 

流 き 中 ん で ね 、 華 れ で て ね 
眉 め だ よ 

ベン な 井 U て 2 フッ 尊 


"な の は 用 用 な ん だ よ 」 





OCZ 
2 頭 の 共 汰 な 二 に 見 送ら れ て 
すべ て を 許せ る 人 に 寺 








myyow プ マ y の | 








2? 
3 


: 


ャ 
1" 語 AA] 


UTM 
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地下 を 捜索 する アリ サ は 、 生 物 室 か ら 
物音 を 聞く 。 入 っ て みる と 、 そ こ に は ミ 
ホ の 死体 と 広瀬 先生 が 。 先生 は ゆっ くり 
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ミミ 2 が が まだ 見 つが か つっ 00800 こじ め し し 学 條 介 
の 気配 を 感じ た ユカ リ 、 チ サト 、 ア リサ は 再び 雛 城 
高校 へ 。。 ぞ こ ご に 久 険 が 待つ こと を 上 邊 司 し で -:*`。 . 
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突然 気配 は 消え 、 ユ カリ た ちと の 待ち 合わ 
せ 時 間 を 知ら せる アラ ー ム が 員 る 。 仕方 な 
く 戻 る うと する と き 、 白髪 の 少年 が 現われ 
る の だ っ た 。 そし て アリ サ は 、 無惨 に も 白 
髪 の 少 年 の に より 殺さ れ て し まう 。 
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1 


7 人 作 A MYM| [ssycsAsw 


ム WU0INR0AK0J5RI 


ー 立 京 剖 束 コ ー 20m0IPuAS JJSIIuOOIA 





校舎 選 入 つ だ リョ ウ は 、 ユカ か 旨 
リ の 亡骸 に 少年 の 力 を 感じ た 。 |2@9 し Co て 3 た 0)」 
で ACE の 9 更 / り 四 ウ を 

出生 OxdNeeD!GYSONS8 2799 し 92NU 
の な < ぐ く な うた だ た リョウ は 、 真っ 直 
ぐに ミカ の も と へ と 進む 。 ヤ ヨ 
人 0 の ま 際 ANONe0.GN 相 議 人 0 ま | 宙 
いう 言葉 を 育 中 で 聞き な が ら 。 





2 
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男 消え る 話 を 聞く 相手 に し な い 
男 と 会 話 男 消え る 

子供 の 笑い 声 

マン ショ ン 入 口 ・ 白 髪 の 少年 登場 


| 
ミカ を 呼ぶ 声 
し | 
振り 向く 振り 向 か な い 


の 2 タ 接触 ・ 会 話 
話 を 聞く 帰る 
ヒーーーーーーーーーーー! 





1 
用 剛 
2 
スミ オ よ り TEL、 ミ カ 外 出 


ジジ ショ シン ョ E ジ ジジ ドラ ンス 
| 
1 
] 
1 


歩い て 外出 赴き 2 
母 に 見 つか る 


土手 の 道 
リョ すれ 違う | 
スミ オ と 会 話 | 
層 日 ミ カ の クラ ス 、 ミ ホ 、 ミ キ 、 カ ヅ キ と 会 
教室 前 廊下 、 カ ヅ キ と 会 | 
マン ショ ン 前 並木 首 
自宅 玄関 前 、 鍵 紛失 ! | 
白髪 の 少年 が 鍵 を 届け る 
リビン グ 家 族 会 
ー | て 事 政幸 
END 「 











FINAE0 ル いい 0MKBAYIUOINS0AK0JEFI 


ミ 
三 
上 
ニー 
4 
つ 
= 
q” 
月 
光 
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バー マス ター 接触 


ジン ベー ス 
AR デー 
シン ガボール ・ ス リン 


ウォ ッ カ ベー ス 
( メ ク リ ュー・ ドラ イ バ ー、 ブ ラッ ディ ー・ 


レッ ト 、 
グ 、 ジ ント ニッ ク ) 


モス コ ・ ミ ュー ル 、 ブル ドッ ク ) 


ラム ベー ス 
CYSN2AS は ルンバ 
キュ ー バ ・ リ バー) 
テキ ー ラ ベー ス 
(マル が サテ デス タ 、 チキ デー ラサ シラ イズ 
の キン 705e ド 、 マク ドー ル ) 


女 1 人 客 接触 
女 3 人 客 接触 
男性 客 接触 
ヤヨイ 接触 ・ 会 話 
隠し 部 屋 
スミ オ 登 場 ・ 会 話 
ヤヨイ 交え 3 人 の 会 話 


部 屋 を 出る ヤヨイ を 助け る 


3 人 の 会 話 

B 1 ホー ル に スミ オ 

キミ カ 登 場 

スミ オ 、 キ ミカ 会 計 
隠し 部 屋 で リョ ウ 、 ヤ ヨイ 会 話 
B 1 ホー ル で キミ カ 、 ス ミオ 会 話 
隠し 部 屋 で リョ ウ 、 ヤ ヨイ 会 話 
B 1 ホー ル で ヤヨイ 、 ス ミオ 会 話 
草原 の 中 の リョ ウ 

ルミ と 会 話 

キョ ウ コ と 会 計 

スミ オ と 会 話 

クラ ブ 前 の 道 

ルミ と 会 話 

リョ ウ の 部 屋 

キョ ウ コ か ら 電 話 


END ーー 青 字 に 戻る 


ミカ の マン ショ ン 
ミカ の 教室 
ミカ 、 カ ゾ ヅ キ 会 話 


この 後 の 予定 は な ん か 面白 い 話 な い ? 


この 後 の 予定 は ? 面白 く な く て も いい か ら 何 か な い ? 


この 後 の 予定 は ? 本 当 は 何 か あ る で し ょ (情報 入手 ) 


教室 前 廊下 で アリ サ と 会 話 教室 前 廊下 で アリ サ と 会 話 
3 年 の 教室 で チサト と 会 話 


職員 室 前 で 先生 と 会 話 


屋上 で ユカ リ と 会 話 
化学 室 ( 鍵 が か か っ て いる ) 
5 F へ の 階段 「 立 入 禁止 の 表示 」 


02 ラ 還 SA 


5 F へ 行か な い 


先生 に 注意 され る 
B 2 へ の 階段 「 立 入 禁 止 の 表示 」 


用 務 員 室 前 で アラ マタ イベ ント 
1 

昇降 口 より 下校 

校舎 前 の 通り 

ラク ロス 部 部 員 と 会 話 

ラク ロス 部 部 室 

部 員 2 人 の 会 話 

突然 、 人 が 消え る 

窓 接触 

ドア 接触 

白髪 の 少年 登場 

少年 と 会 話 

部 室 、 元 に 戻る 

END 


住宅 地 を 歩く ミカ 

雛 代 高校 正門 

ミカ 、 ユ カリ 、 チ サト 会 話 
土手 を 歩く ミカ 
リョ ウ と 会 話 

住宅 地 、 ミ カ と チサト 接触 


化学 室 (人 の 気配 が ) 


ユカ リ を 呼び に 屋上 へ 


ユカ リ と 共に 
再び 化学 室 へ 


広瀬 先生 逃亡 、: 
トイ レ … 


次 に 進む 
ー 青 字 に 戻る 


聞く 聞か な い 


殺す 殺さ な い 


チサト を 刺す 


チサト を 刺す 
満月 の 土手 
リョ ウ と 会 
夢 か ら 覚 め る ミカ 
2 リウ 串 中 国 中 
住宅 地 、 育 後 か ら 足音 
振り 向く 振り 向 か な い 
足音 大 きく な る 
振り 向く 


チサト て 会 話 


振り 向 か な い 


殺さ な い 


チサト と 会 話 


音 大 きく な る 


振り 向く 


犬 を 連れ た 青年 に 道明 


振り 向 か な い 
の 声 

叫 え る 犬 

逃げ る 止ま る 
犬 を 連れ た 青年 の 声 


逃げ る 答え る 


青年 と 会 話 





道 に 不審 者 が 点 在 する 所 

浮浪 者 

相手 に し な い 答え る 

デブ 男 

逃げ ける 話す 
グ 2162asv221 人 IN パン た 
効き 目 な し 


逃げ る ゲー ム の こと を 聞く 
逃げ る マッ ハ 蹴 り バタ フラ イキ ッ ク 
逃げ る カカ ト 沙 と し ヒザ 蹴り バク シシ 0 パシ ジョ 
一 緒 に 行く 
導ける 。 人 外 且 ラリ アー ドド 。 。 < ウ ンド バン ジン チ 回 ジ ン グ 4 の Zs 
ーー に ーーーーーーーーーー 一 
誘惑 する 


LiHVH) AO HH 


逃げ る チョ ッ プ マン ハッ タン ドロ ッ プ ロー キッ ク 
』 
ネグリ ジェ の 女 


逃げ ける 
逃げ る 見 た 見 て な い 
| 


逃げ ける 知ら な い 答え る 知ら な い ミカ = ルリ ワリ 


肢 ら WIG な 5W2 本 当 な の だ | 且つ いな 2 本 当 な の だ 時 つい (ぐだ 2 本 当 な ん だ 
思う 思わ な い 
ーー ニー ニー 
住宅 地 で ミカ を 追う リョ ウ 
住宅 地 の ミ カ 
後ろ か ら 足 音 
無視 振り 向く 教室 で ミカ 、 カ ツキ 、 ミ ホ 会 
住宅 地 の ミ カ 
まる 光 げ る 廊下 を 走り 抜け る 白髪 の 少年 
住宅 地 の リ ョ ウ ミカ 、 少 年 を 追う 
ミカ 、 還 北 到 着 
げ ョ ウ 、 犬 の 死骸 凝視 
政 北 の ミカ 
考え る 憶え て いる 忘れ ちゃ っ た 
「MISERABLE L IE]」 前 、 ア リサ と 接触 ・ 会 話 
アリ サ と 行く ルミ を 探す 
アリ サ と 別 行動 に アリ と 行く ルミ を 探す 
「 阿 修 紋 楽 器 ] 前 、 ル ミ と 接 ー・ 会 話 
[RANK」 前 に ルミ と 行く 


北 BI 

南 屋上 

少年 の 声 

北 1F 

北 4F 

南 2F 

北 2F 

南 3F 、 少 年 と 接 ー 


ルミ 帰る 少年 を 追い 教室 に 
ヤヨイ と 接触 


あの その 森 の 中 に ミカ の 友人 た ちの 姿 


ヤヨイ と 会 話 遠ざかる 友人 た ち 
案内 し て も ら う 

ヤヨイ を 追う 

陸橋 下 、 ヤ ヨイ 消え る 、 ス トー カー に 襲わ れる ミカ 
駅 前 、 リ ョ ウ と ヤヨイ 接触 ・ 会 話 死体 の 山 
ユカ リ と チサト 、 ミ カ を 救助 

クラ ブ で 白髪 の 少年 と ヤヨイ に リョ ウ が 会 う 


死体 の 山 
ナイ フ を 手 に し 、 立 ち す くむ お ミカ 


現実 に 戻る ミカ 


ミカ 、 ユ カリ 、 チ サト 友情 確認 マン ショ ン 前 、 救 急 車 と すれ 違う 


連行 途中 で 舌 を か みき る スト ー カ ー 


END 
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タク ミ の ダイ ブ 

校舎 前 、 ミ カ 、 ユ カリ 、 チ サト 、 ア リサ 会 話 
P HS を 忘れ 校舎 へ 引き 返す ミカ と アリ サ 
北 4F、 校 長 と 接触 ・ 会 話 

図書 室 へ 

携帯 発見 

女 ぐ 気 に な る 


如 ぐ まだ 気 に な る 


団地 前 、 ミ カ が アリ サ た ち を 待っ て いる 
ポケ ベル 


リダイヤル 
白髪 の 少年 の 声 


アリ サ に か ける チサト に か ける 


団地 に 向かう 
昨日 の 自殺 の 現場 検証 チョ ー ク 跡 
ヒロ シ 、 タ ケル 、 ル カ 登 場 ・ 会 話 


解っ た 解ら な い 


3 人 の 中 学生 バラ バラ に 


画面 向かっ て 手前 _ 画面 向かっ て 右 
タケ ル に 接触 ・ 会 話 ヒロ シ と 接触 ・ 会 話 


画面 向かっ て 左 _ 
ルカ に 接 骸 ・ 会 話 


団地 前 に アリ サ 到 着 
ナナ と 接触 ・ 会 話 
ミカ と アリ サ 合 流 


ナナ を 助け る 
ナナ さら われ る 


リル を 探す 
アリ サ 、 ナ ナ 宅 へ 


アリ サザ を 追う ミカ 単独 で リル 探し に 


ミカ と アリ サ 、C 棟 到着 


階段 


SS 喧 の 。 三 
(8 F 直 通 ) (途中 エレ ベー ター に 
切り 換え も 可 ) 


10F で ヒロ シ と 道 遇 


自殺 に gg 同人 リル に 
関し て 関し て 関し て 


団地 内 の アリ サ 
アリ サナ ナ 宅 (803 号 室 ) へ 
A 棟 前 の ミカ 


ナナ 宅 (803 号 室 ) 
タケ ル と 接触 ・ 会 話 
アリ サ 消 える 
ミカ ム 棟 へ 


団地 前 、 ユ カリ と チサト 

ヤヨイ と 接触 ・ 会 話 

ヤヨイ が ユカ リ を と ば す 

ヤヨイ 消え る 

ミカ A 棟 内 (エレ ベー ター は 使用 不可 、 階 段 で 行く こと に ) 

7 ラマ 222210 シンド 

前 ] 上 全 補 、 イベ シ トド ト な し 

203 


203、210 以 外 、 イ ベン ト な し 


3 F 踊 り 場 一 
310 


307、310 以 外 イ ベン ト な し 


S5SM6F 全 補 、 イベ ンド な し 
7 踊り 場 
705 


701、705 以 外 、 イ ベン ト な し 
701 


MS | 
805、808 


、805、808、809 以 外 、 イ ベン ト な し 
801 


、906 以 外 イ ベン ト な し 


10F 踊 り 場 
1009 


1 階 の 部 屋 に 、4 号 
( 


各 
トー ゾー | 室 は な い の で 気 を つ 
ベル を 押す ベル を 押さ な い げ よ まう 


ミカ 、 リ ル の 部 屋 へ 
性 KG 所 の リ た 
さっ き の 人 っ て ? 


誰が 見 て る の 嘘 つ か な いよ 


リル っ 本 当 に り tk ぐ 本 当 に な で ぐ 
て 誰 ? アリ サ の 声 ? アリ サ の 声 ? さめ る 


叱る な ぐさ め る 相手 に し な い 


叱る な ぐさ め る 
リル の 部 屋 、 ミ カ と リル 会 話 
言 じ な い 信じ る 


言 じ な い 


どう や る の 
止め て 止め な いで いい 
飲む 飲ま な い 


団地 前 、 ア リサ と チサト 合流 
リル の 部 屋 、 ミ カ と リル 
団地 前 、 ユ カリ 


動か な い 逃げ る 
動か な い 逃げ る 戦う 


アリ サ が ユカ リ を 助け に 
屋上 、 チ サト と リル 会 話 
リル の ダイ ブ 


団地 前 、 ユ カリ と アリ サ 
(ユカ リ と ナナ の 会 話 の 選択 に より メッ セー ジ 変 化 ) 


ユカ リ と アリ サ の 前 に リル 落下 
屋上 よ 、 チ サト と ヤヨイ 会 
団地 の 小学 生 た ちの 部 屋 、 白 髪 の 少年 登場 


次 に 進む 
END ー 青 字 に 戻る 





ミカ と ユカ リ TEL で 会 語 

クジ NE2 カ の SS カ 

UN の 6 が KS クン Rd 6 の 2 カタ REI ジニ 
= ドブ ル リリ bed レベ 

ユカ リ 戻 っ て くる 


ああ 、 あ の デブ ? ああ 、 あ の オタ ク ? ああ 、 あ の ブス ? 


クジ BN 
田 2 人 組 
男女 2 人 組 
中 央 の 男 
クラ ブ B 1 廊下 
女 

別に いい けど 
明 

クラ ブ B 1 ホー ル 
連 女 2 人組 
中 央 の 女 
女 3 人組 
男 2 人 組 
2 


クラ ブ B 2 ホー ル 
当 


に ーー 


まだ いい や 


呈 久 衣 用 件 民 AN 
ミカ 眠る 
ミカ 目覚 め る 
クラ ブ B 1 バー、 ミ カ 、 ユ カリ に 接触 ・ 会 話 
クラ ブ 前 、 ミ カ と ユカ リ 会 話 
マン ショ ン 前 、 ミ カ 耳 鳴り 止ま ず 
ミカ の 部 屋 、 ミ カ 耳 具 り 止ま ず 
雛 城 高校 南 4 F 廊下 、 ミ カ と ユカ リ 会 話 (ユカ リ の 心 の 声 ) 
ミカ の 教室 、 ミ カ と ミホ 会 話 (ミホ の 心 の 声 ) 
1 時 間 目 終了 (5 分 間 休み 時 間 ) 
ミホ と 接 骨 (生物 室 の 噂 ) 
南 4 F ト イレ 前 ( 男 の 声 ) 
生物 室 入口 (一瞬 、 あ る 映像 が 見 える ) 
ユカ リ の 教室 
時 間 イ ベン ト (3 分 後 ) 
休み 時 間 終 了 (5 分 後に 教室 に いな い 場 合 、 強 制 的 に 戻さ れる ) 
2 時 間 目 開始 (耳鳴 り 止 まず ) 
2 時 間 目 終了 (5 分間 休み 時 間 ) 
ミホ と 接触 
南 4 F チ サト と 接触 ・ 会 話 
化学 室 ( 男 の 声 ) 


時 間 イ ベン ト (2 分 後 ) 

休み 時 間 終 了 (5 分 後に 教室 に いな い 場 合 、 強 制 的 に 戻さ れる ) 
3 時 間 目 開始 

ミカ 眠る 

目覚 め る と 、 ク ラブ B 2 ホー ル 

クラ ブ B 1 ホー ル 、 ミ カ と ミホ 会 話 

クラ ブ 前 、 ミ カ と ミホ 別れ る 

マン ショ ン 前 、 耳 鳴り 止ま ず 

ミカ の 部 屋 、 ミ カ 有 眠る 

目覚 め る と 、 ミ カ の 教室 

3 時 間 目 終了 

保健 室 へ 向かう (それ 以外 の 所 に 向かう と 、 ひ どい 頭痛 で 行け な い ) 
保健 婦 と 接触 ・ 会 話 

ミカ 倒れ る 

目覚 め る と クラ ブ B 2 ホー ル (人 が いな く な っ て いる ) 

クラ ブ B 1 バー、 白 髪 の 少 年 と 接触 ・ 会 話 

ミカ 気絶 

目覚 め る と ミカ の 部 屋 

ミカ の 教室 、 ミ ホ と 会 話 

END 


雛 代 台 駅 、 ア リサ を 待つ ミカ 
自動 販売 機 


イン ド テ ィ あん みつ ソー ダ アボ ガ ド シ ェ イ ク チョ コ 茶 
相 君 イベ ント 

ホー ム 右 端 、 ア リサ と 合流 

電車 の 事故 停止 、 復 旧 

電車 内 、 ミ カ と アリ サ 会 話 


最近 どう ? 0 の な ん で 遅れ た の ? あたし も 疲れ た … 
2 


する 
聞き た い 聞き た く な い 
聞き た い 聞き た く な い 
アリ サ の 夢 の 話 
アリ サ 寝 る 
白髪 の 少年 登場 
ミカ と 少年 会 話 
サラ リー マン の 心 の 声 


聞き た い 聞き た く な い 


進む 聞く 

カッ プル の 心 の 声 
進む 0 
トー コ | 
進む 聞く 

男子 高校 生 の 心 の 声 
進む 1 


iiVHJ) AA HH 





に 
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ー 
上 
記 
ン 
の 
= 
La っ 
月 
光 
帳 
衣 


主婦 達 の 心 の 声 


進む 聞く 
OL の 心 の 声 


進む 
青年 の 心 の 声 


進む 聞 
若い 女性 の 心 の 声 


進む 聞く 
子供 達 の 心 の 声 


進む 聞く 
リョ ウ の 心 の 声 


進む 聞く 

ミカ と 少年 の 会 話 
目覚 め る リョ ウ 

ミカ の 内 面 を 覗く リョ ウ 
リョ ウ 放 心 状 態 

異 次 元 で 目覚 め る ミカ 
少年 の 声 


行く 行か な い 


行か な い 


リョ ウ 我 に 返る 

キョ ウ コ 現 れ 、 リ ョ ウ と 会 話 
電車 内 、 眠 る アリ サ と 少年 
少年 消え る 

アリ サ 目 覚め る 

雛 城 全 駅 ホー ム 、 ア リサ 1 人 
ミカ の キー ホル ダー 発見 
END 


働 悪 


体育 館 解 体 、 事 故 発生 
3 年 生 教室 、 ユ カリ と チサト 会 話 


屋上 、 ユ カリ と アリ サ 会 話 
3 年 生 教 室 、 ユ カリ 、 チ サト 、 ア リサ 会 話 
ミカ の 教室 、 ユ カリ と アリ サ 


同級 生 A と 会 話 
ロビ ー、 カ ヅ キ と 会 話 


ユカ リ と カ ヅ キ 、 ラ クロ ス 部 部 室 へ 。 ア リザ サザ 、 


ミカ の ロッ カー、 ナ イフ 発見 


ミカ の 教室 、 机 の 中 、 手 帳 発見 


同級 生 B と 会 話 


悩み と か あり 
27 に つの 


隠し カメ ラ に 映る 2 人 
同級 生 B と 会 話 
同級 生 C と 会 話 

用 務 員 室 前 、 ア ラマ タイ ベン ト 
化学 室 、 広 瀬 先 生 と 会 話 
ョ カリ 、 カ ツキ 会 話 
7 リ 示 が か がら TE 上 
放課後 正門 前 、 カ ヅ キ と 友人 達 
カ ヅ キ 、 忘 れ 物 を 取り に 部 室 へ 
カ ヅ キ 、 化 学 室 へ 
カ ヅ キ 、 毅 わ れる 
翌日 の 中 庭 、 刑 事 の 会 話 
3 年 生 教 室 、 ユ カリ と チサト 会 話 
屋上 、 ユ カリ と アリ サ 会 話 


0N つ ごろ 7 ミカ を 見 か けた 人 っ て 誰 だ か わか る ? 
誰 だ か わか る ? いう どろ 


天文 台 、 ユ カリ と アリ サ 、 ミ ユキ に 接 触 ・ 会 話 


天文 台 前 、 広 瀬 先 生出 現 

翌日 の アリ サ の 教室 、 ユ カリ 来訪 
同級 生 D と 会 話 

天文 人 、 ユ カリ が ミユ キ の 死体 発見 


南 2F 廊 下 、 ア リサ と 接触 ・ 会 


隠し カメ ラ に 映る 2 人 

ミホ の 部 屋 

フミ コ の 母親 か ら TEL 

Nl22 蛋 回 

夜 の 正門 前 、 ユ カリ 、 チ サト 、 ア リサ 集合 


3 人 で フミ コ と ミホ 捜索 
校内 昇降 口 
巡回 の 警官 に 隠れ る 3 人 
隠し カメ ラ に 映る .3 人 
別々 に 探索 決定 
ユカ リ 探 索 開始 
美術 室 
保健 室 
宮中 に Si 困 2E= 周 
上 の 了 へ 


導 2F < 南 I3 FE 三 周 





上 の 階 へ 


北 3F・ 南 4F 一 周 

上 の 階 へ 

北 4F・ 南 屋上 

北 5F へ の 階段 「 立 入 禁 止 」 の 表示 


気 に し な いで 上 に 行く 行く の を や め る 


上 の 階 へ 

校長 室 前 

に 参 S 和 員 誠 上 

チサト か ら TEL 

南 1 F 、 ア リサ 探索 開始 

生物 室 ( 鍵 が か か っ て いる ) 

北 B 2 へ の 階段 「 立 入 禁 止 」 の 表示 


無視 する や め る 


北 B 2 、 通路 の 右端 チェ ッ ク 


階段 を 上 が る と 物音 が 
アリ サ 、 生 物 室 へ 
生物 室 、 ミ ホ の 死体 の 側 に 立つ 広瀬 先生 


救急 車 を 呼び に 行く 質問 する 


広瀬 先生 、 ア リサ を 競う 

警官 突入 、 広 瀬 先 生 狙撃 

ユカ リ 、 チ サト 到着 

準備 室 、 チ サト が 女装 セッ ト 発 見 

正門 前 、 ユ カリ と チサト 会 話 
BI2IER カリ 2 チタ トド 

北 1F 受 付 ロ ビー、 大 理 石 の 支柱 の 不 自然 さ を 不審 に 


北 5F、 校 長 室 
カボ イン ト 
大 理 石 の 柱 に スイ ッ チ 発見 


エレ ベー タ で 上 へ 


屋根 裏 の コン トロ ー ル ルー ム 到 着 


コン トロ ー ル パネ ル の 上 に 2 年 の 身体 測定 一 覧 発見 


ルク バジ ンク 4.GHN ペ 


実験 室 到着 
冷蔵 庫 開け る 
人 体 標本 発見 
校長 室 へ 戻る 
エレ ベー ター か ら 校 長 登場 


校長 、2 人 に 競い か か る 


床 衣 れ 、 校 長 だ け 沙 下 


END 


デカ リ 、 チ サド ト 、 ア リザ 会 話 


学校 前 、 リ ョ ウ と ルミ 接 熊 ・ 会 話 


ESW2 り の 
北 5 F ヘ アリサ 向かう 
ユカ リ 、 ア リサ 、 チ サト 受付 潜入 シー ン 


アリ サ 北 5 F の 階段 に 接触 


白髪 の 少年 登場 
アリ サ と 少年 、 戦 闘 


受付 、 ユ カリ 1 人 

少年 の 声 

dB22RN2S Dil ン 大 
アラ ー ム の 音 

チサト 、 愛 付 へ 

受付 、 少 年 と ユカ リ と チサト 会 話 


少年 、 ア リサ の アク セ サ リ ー を 見 せる 


ユカ リ 発 狂 し 、 外 へ 出 て いく 


チサト と 少年 、 戦闘 


昇降 口 に ユカ リ 


少年 登場 、 ユ カリ 殺さ れる 


校舎 前 、 リ ョ ウ 


リョ ウ 、 校 内 潜入 。 ユ カリ の 死体 に 接触 


ヤヨイ 登場 
リョ ウ と ヤヨイ 会 


受付 の チサト の 死体 起き 上 が る 


チサト 、 北 5F で リョ ウ と 接触 


チサト に 導 か れ 、 リ ョ ウ 校 長 室 へ 


刀 入 手 
リョ ウ 、 自 問 自 答 


白髪 の 少年 登場 
リョ ウ と 少年 、 戦 闘 


少年 、 死 亡 
草原 に リョ ウ と ヤヨイ と スミ オ 


スミ オ と 会 話 
ヤヨイ と 会 計 


キョ ウ コ 登 場 ・ 会 話 


屋上 の 少年 の 死体 の 側 に 立つ ヤヨイ 


満月 の 土手 リョ ウ と ミカ 再会 


次 に 進む 
ーー 青 字 に 戻る 


HLHVHOD AO HH 











障 ir NN 
注 . ぶ 下 
ら 上 モミ ソリ / すべ て の 事件 が 解決 し た よ 
ピ | と ーー に 
一 の ムー < こ ご の ゲー ム 。 そ 
OS ペン ルン アン に コー リバ 休 の 話 を 開発 者 に 間 く 1 
〒 8 
呈 ムー ン ラ イト シン ドロ ー ム が 残し た 問題 と は 
の 。 
戸 拉 証 | さま ざま な 人 の つなが り 、 表 と 裏 の 世 と 、 我 々 は 、 見 事 に 開発 者 の 術中 に は 
ヨ 界 、 と そし て 人 の 存在 理由 な どの 問題 を まっ て いる 。 そ ん な 開発 者 の 真意 を 確 
ー 取り 上 げた 『 ム ー ン ライ トシ ンド ロー か め る べく 、 い くつ が 疑問 を 投じ て み 
ム 」。 濁 っ た 現代 社会 と 照合 する こと た 。 も ちろ ん 問題 は これ だ け で は な い 
い で 、 そ の 解決 策 を 問う て いる よう だ 。 が 、 少 し は 解決 に 役立つ だ ろう 。 < 
| し か し ゲー ム 中 で は 表 に 見 える こと は こ や 
解決 され て いる が 、 問 題 の 本 質 の 解決 生 e。 
光 が され て いな い 。 例え ば 白髪 の 少年 の 
親 存在 、 周 囲 の 人 と の 関係 は ? リョ ウ 
の 心 の 解放 と は の ⑦ 夢 の よ う で 現実 の 
候 も う ひ と つの 世界 と は の な ど 、 挙げ 
3 る と きり が な い 。 そし て 、 その 解答 ら 
日 し きも の は 、 ゲー ム 中 に ある よう で な 
い 真 の 解答 は 、 我々 プレ イヤ ー の 心 


0 、 各々 存在 する も の な の か 。 
それ と も 、 開 発 者 に よる 意地 悪 な まや 
か し で し か な い の か 。 は た また 、 生 活 
全 般 に お いて 解答 を 求め る 現代 人 が 、 
ゲー ム の 解答 が 得 ら れず 不安 を 感じ る 
こと 自体 が 問題 な の だ ろう か 。 と する 








ーー そい 
3 マン 等 
る も 、 写 る 、 
で 、 で MM、 


0. この ゲー ム の 企画 意図 は ? [ 


と くに 意味 こい うか が 必然 性 みた いな も の は あり ませ ん 。 た だ 、 

ゲー ム 業 界 全 体 と し て ピ ジ ツネ ス と アー ト の 両立 、 そ の パラ ン 
ス が 極端 な 作品 が 不足 し て いる の で 、 誰 も 作ら な い の な ら 、 ィ トワ 
イラ イト シン ドロ ー ム 」 の 続編 こと いう 状況 を うま く 派 生 さ せ て 僕 た 
ち が 作 ろう と 企画 し まし た 。 僕 個 人 と し て は 、 前 作 で 表現 し きれ な 
か っ た 部 分 を が に ち に し た か っ た ん で 9。 それら を 練っ た こと ころ な 
ん と な く “新しい 可能 性 " が 見 えま し た 。 僕 は 、 ゲー ム と いう 媒体 
に し て も 、 それ を 受け 人 れる 大 秒 層 に し て も 可能 性 を 重視 し て いる 
(0 無 埋 な 商業 的 選考 は 必要 な し NG4 同 (Ge 原 


ーーー ニ ーー ニー ニーーー ニ ーー ニー ニー ニーーー ュ ーー ニー ニー マーニ ニャ ーー ニュ ニー 





ro 人 
電 、 
N 
3 1 ト ム 
に NT 1 に 
る 、 NN 





に ュー ニニ ーー ニー ニニ ーー 


白髪 の 少年 の 正体 は ? / 


現実 で あっ て 、 現実 で な いも の 。 具体 的 に 言う と 箇 場 と か | 

. 波 長 と か 心 の パラ ンス が 崩れ て し まっ た 場所 に 棲み 浅く 
那 悪 (ダー クサ イド ) な 意志 の 集合 体 で す 。 つま り は 、 悪 鹿 的 
な 存在 と いっ た よう な も の で す 。 






/ 
【 / 
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WIKUKNNU 


っ エー ヒデ mrNnEm デ ec5 ロ ーーー5 コ ミ ーー デシ ーー モニ マコ エ ゴー コン Ce ニテ ara コー スプ ミュー ニテ 


0. 日 腔 の 少年 と 事件 の 関連 は ? 


直接 89 に も 、 間 接 的 に も 賠 号 し て いた と 考え て 下さ い 。 な | 

' ぜ な ら 彼 は 悪 記 的 な 存在 で すか ら 、 直接 姿 を 現す こと に よ | ご | 
っ て 事件 を 巻き 起こ すこ と も で きま すし 、 人 の 心 の 絞 い と ころ Il 
や 、 パラ ンス の 崩れ た と ころ に と りつ いて 事件 に 関わ る こと も 
で きる か ら で す 。 





ーー ンー ニー モー ビー な こ に で を どー っ な ここ ここ ーーー ニー ロニ ニニ ニュ am こつ Ss ニーロ ニー ニニ ニー ピー こと a ュー ニニ ーー 
つら へ ニ 


0. 校 長 先生 と 事件 の 関連 は ? | 


校長 先生 が あの よう な 犯罪 を 犯し た こと の 背景 に は 、 邪悪 
* な 上 記 の 集合 体 で ある 曰 髪 の 少年 が いま す 。 少年 は 校長 先 
生 だ け で な く 、 キ ミカ や リル 、 そし て スミ オ な どの 狂気 に | 
よっ て も 手 き 棲ん で いま すか ら 、 それ ぞ れ の 事件 は 悪魔 に き | 
棲 ま れる 、 人 の “狂気 "が 引き 金 に か っ た と 考え て 下さ い 。 


0. 逸 島 姉妹 と 少年 の 関係 は ? に 
ISGUP SS | 

・ (編集 注 : ペル シア [= 今 の イラ ン ] の ソロ アス ター が 創 | 
始 し た 、 極端 お 二 元 教 。 大 陽 ・ 区 明 ・ 炎 を 苦 と し 崇拝 し た ) の | 
神 で す 。 正しく は 、 契約 の 天使 で すす 。 チサト と ヤヨイ も 同様 の | 
設定 で 、 ズ ル ワ ー ン (時 間 ) の 系 列 に カテ ゴ ラ イ ズ さ れる 諸 神 | 
霊 「 ヤ サダ ]| の 同種 と な り ま す 。 つ まり 3 人 は 血 線 関 係 で す 。 | 
神話 の な か に も 過去 、 太古 に 遡る まで 、 様々 な 血塗ら れ た 対立 | 
の 歴史 が あり ます 。 今回 の 3 人 の 話 も その な か の 一 片 で す 。 た | 





ご 、 今 回 ゲー ム 中 で は 、 それ ら の 物語 に つい て 何 も 用 意 は し て | 
いま せん 。 | 
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「 と 9 


0. | あっ ちの 世界 ] と は ? 


ズバ リ 言 っ て 、「 死 の せ せ 界 ] で す 。 し か し 、 あ る 種 の 夢 の 
世界 で ある と いう 解釈 も で きま す 。 その 世界 を プレ イヤ ー 
が どう 捉え る か は 上 自由 で す 。 設定 的 に は 死 の 世界 で す が 、 それ 


だ け で は 説 月 で き な い 部 分 も あり ます の で 。 人 に よっ て 解 沢 が 


違っ て くる で あろ うこ と も 、 この ゲー ム の 特徴 の で … 


0. 月 と の 関連 性 は ? 


と くに あり ませ ん 。 ゲー ム 中 の さま ざま な 場面 で 登場 し ま 
9 32 コム の 0 に 6 も 0 ニン | つく 人 SS) 
ら 気 に な る と 思い ます が 、 直接 的 な 関連 性 は 何 も あ り ま せん 。 
この ゲー ム 中 の 節目 に 使わ れる 、 記号 的 な 役割 の も の だ と 思っ 


念 、 


0. こ の 世界 は 自我 の 崩壊 し た 
リョ ウ の 世界 と 感じ る の で す が ? 


お そら く ゲ ー ム 中 の 時 間 軸 の すれ 、 超常 9 な 出来 事 、 そ し 

て 謎 の 放置 な だ の こと を 指し て いる と 思わ れる の で す が 、 
て それら を ひっ くる め て すべ て 現実 と 僕 は 考え て いま す 。 シ ナリ 
オ が 進む に つれ 現実 か ら の 脱線 が 始ま り ま す 。 それ は 説 識 を 超 
えた 、 現実 の 向こう に ある 出来 事 が 具現 化し た 一 例 で も ある ん 
で す 。 臼 髪 の 少年 や 、 チ サト と ヤヨイ の オー ラ の 発現 な ど で 現 
実 が 狂い だ すん で す が 、 それ に 理由 を つけ て 説明 する の は 野 豊 
な 行為 で し ょ う 。 また 、 役 ら の 発言 や 行動 の 中 に ひっ そり と 落 
と し た と いう も くろ み も あり ます 。 し か し 自我 の 崩壊 し た リョ 
ウ の 世界 と 感じ た の で あれ ば 、 それ が も っ と も 相応 し い 物 語 
形 で は な いで し ょ う が 。 僕 が 強く メッ セー ジ す る こと を 嫌っ た 
こと の 代 代 で も あり ます か ら 。 この ゲー ム を プレ イ し て いた だ 
いた 人 に は 、 さま ざま な 解釈 の し か た が 出 て くる だ ろう と 思う 
ん で す 。 ご どれ が 正解 と いう こと は あり ませ ん 。 それ ぞ れ 何 が 感 
じ て い た だ けれ ば 、 あり が た く 感 じ ま す 。 









































ミカ は エン ディ ング の 通り 、 リョ ウ と と も に 土 に た どり 

: 着 きま し た 。 責 仕 や 感情 、 愛憎 、 そ し て 遺恨 な ひど あら ゆる 
も の すべ て を 育 負っ た 結末 で も あり ます 。 し が し 、 結論 か ら 言 
うと 、 ミ カ は 死ん で ます 。 


ん 4W Yi NTNI | 





は 者 RHz2 
に ここ と で すべ て は 終了 し まし た 。 それ だ け で す 。 最後 の リ 
ョ ウ の 表情 に 僕 は すべ て を 込め た つも り で す 。 





アン 』 」 アス 「a 
/ gm ーー 7 」 ト 『 1 
( ー | か つた すす, の 人 は 7 
ML_ N に 。 /7J / ぃ 。 いしい ) ソ ノ 『【O 


ひと こと に 言っ て 「 不 安 ] で す 。 誰 も が 通過 し た り 、 直 

* 面 し て いる 、 わ け の わか ら な い 漠 然し て 巨大 な 重圧 と 
で も 言う の で し ょ うか 。 そ の 解消 ケー ス の サン ブル を 陳列 さ 
せ て いる の が 、 この 作品 と いえ る の で は な いで し ょ う が 。 


7 ご ーー 7 清き ーー こい に ピン 
が ハープ // os プア 。 # 価 只 2 』 の す へ 1 | ms 7) 
| NM トー // ) ラビ プ どの ( / 】 すす an / N / / } ムー = 本 と | 1 / 
M 1 in ニー コ 6 ププ デル ニニ グ + AO 月 か が ガ が ノ が も % 8』 知 ] 1 as | 7N 『 U 4 | 
、 レ 1 円 ソノ ソノ ァ し C いし し ソノ ノ ピノ 日 グ | vuU LVCA 


ひと つの テー マ に 、 リョ ウ と ミカ の 関係 が あり ます 。 ぞ の 
燈 緯 や 形 は どう で あれ 、 愛 の 物語 と 考え る な ら ハ ッ ピ ー エ 
ンド で す が 、 解釈 は さま ざま で す 。 








そし て 問題 解決 の 結 請 は ? 


いく つか の 質問 を ぶつ け て みて 、 ひ と つ ひ と つ に それ な り の 解答 を 
得る こと が で きた 。 し か し 、 こ の ゲー ム に お ける さま ざま な 間 題 提 
(SN 数 パー ン で 語 人 つく る ほど 法 く な WW アレ ィ イー くれ それ 
が 感じ 、 解 釈 し た こと も また 正しい 答え と し て 存在 する の で ある 。 





ゲー ム 内 容 に つい て の 電話 に よる 問い 合わ せ は 、 
ー 切 受け つけ て お り ま せん 。 御 了承 くだ さい 。 
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